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ス
テ
ー
ジ
。 

逗
子
市
を
所
管

す
る
県
横
須
賀
土

木
事
務
所
に
よ
れ

ば
、
管
理
会
社
が
県

に
亀
裂
を
報
告
し

た
の
は
事
故
か
ら

５
日
後
の
２
月
１

０
日
で
管
理
組
合

に
も
説
明
す
る
予

定
だ
と
話
し
た
。 

管
理
会
社
か
ら

事
故
前
日
の
午
前

中
に
電
話
で
土
砂

災
害
防
止
法
の
土

砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
等
を
県
内
で
指

定
す
る
た
め
の
調
査

が
「
次
に
来
る
の
は

い
つ
か
」
と
問
い
合

わ
せ
を
受
け
た
が
、

す
で
に
終
了
し
た
旨

を
県
担
当
者
や
委
託

先
の
調
査
会
社
が
午

後
に
伝
え
た
と
い

う
。
こ
の
と
き
、
亀

裂
の
話
は
な
か
っ
た

と
し
て
い
る
。 

調

査

会

社

に

は

「
管
理
会
社
は
も
う

一
度
調
査
に
来
る
機

会
が
あ
れ
ば
見
て
ほ

事
故
前
日
に
亀
裂
発
見 

管
理
費
等
の
滞

納
が
あ
る
住
戸
の

強
制
競
売
時
、
管
理

組
合
法
人
が
行
っ

た
配
当
要
求
が
、
滞

納
管
理
費
等
に
つ

い
て
消
滅
時
効
の

中
断
の
効
力
を
生

ず
る
か
ど
う
か
が

争
わ
れ
た
裁
判
で

最
高
裁
第
二
小
法

廷
は
９
月
１
８
日
、

「
時
効
の
中
断
の

効
力
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と

判
断
し
た
東
京
高

裁
判
決
を
破
棄
し
、

審
理
を
東
京
高
裁

に
差
し
戻
す
判
決

を
言
い
渡
し
た
。 

岡
村
和
美
裁
判

長
は
、
不
動
産
の
強

制
競
売
手
続
き
で

行
っ
た
配
当
要
求

に
お
け
る
配
当
要

求
債
権
で
時
効
中

断
の
効
力
が
生
ず

る
に
は
「
法
定
文
書

に
よ
り
、
債
券
者
が

先
取
特
権
を
有
す

る
こ
と
が
配
当
要

求
手
続
き
に
お
い

て
証
明
さ
れ
れ
ば

足
り
る
」
と
判
断
し

た
。
審
理
し
た
裁
判

官
４
人
の
全
員
一
致

の
判
断
。 ◇ 

判
決
文
に
よ
れ

ば
、
事
件
の
舞
台
に

な
っ
た
の
は
千
葉
県

の
団
地
型
マ
ン
シ
ョ

ン
。
管
理
費
等
が
滞

納
さ
れ
た
住
戸
が
２

０
１
１
年
４
月
、
強

制
競
売
の
開
始
決
定

が
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
管
理
組
合
が
同
年

６
月
、
滞
納
管
理
費

等
に
つ
い
て
遅
延
損

害
金
も
含
め
て
配
当

要
求
を
行
っ
た
。 

強
制
競
売
は
同
年

７
月
に
取
り
下
げ
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
担

保
不
動
産
競
売
で
第

三
者
が
住
戸
を
取

得
。
こ
の
新
区
分
所

有
者
は
、
滞
納
管
理

費
の
支
払
い
額
の
一

部
に
つ
い
て
消
滅
時

効
を
援
用
し
た
た

め
、
管
理
組
合
が
「
前

の
区
分
所
有
者
が
滞

納
し
て
い
た
管
理
費

等
の
支
払
い
義
務
を

継
承
し
た
」
と
し

て
、
新
区
分
所
有

者
に
滞
納
管
理
費

等
と
遅
延
損
害
金

の
支
払
い
を
求
め

「配
当
要
求
」で
時
効
中
断 

管
理
組
合
の
主
張
認
め
る 
競
売
取
得
者
に 

滞
納
管
理
費
請

求 
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県
へ
の
報
告
、
事
故
後
に 

る
訴
え
を
起
こ
し

た
。 こ

れ
に
対
し
、
二

審
の
東
京
高
裁
判

決
は
「
配
当
要
求
債

神
奈
川
県
逗
子

市
で
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
（
築
１
６
年
、

３
８
戸
）
敷
地
の
斜

面
か
ら
土
砂
が
崩

落
し
女
子
高
生
が

死
亡
し
た
事
故
で

神
奈
川
県
は
１
０

月
３
１
日
の
記
者

会
見
で
、
事
故
前
日

に
管
理
員
が
斜
面

上
部
に
亀
裂
を
発

見
し
管
理
会
社
に

連
絡
し
て
い
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
管

理
会
社
は
大
京
ア

権
に
つ
い
て
『
差
し

押
さ
え
』
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
時
効
中

断
の
効
力
が
生
ず
る

に
は
、
債
務
者
（
前

区
分
所
有
者
）
が
配

当
要
求
債
権
に
つ
い

て
配
当
異
議
の
申
し

出
等
を
す
る
こ
と
な

く
売
却
代
金
の
配
当

等
の
交
付
が
実
施
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と

を
要
す
る
」
と
判
示
。 

こ
の
ケ
ー
ス
で
は

強
制
競
売
が
取
り
下

げ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
前
区
分
所
有
者

が
「
配
当
要
求
債
権

に
つ
い
て
の
配
当

異
議
の
申
し
出
等

を
す
る
こ
と
な
く

配
当
等
の
実
施
に

至
っ
た
も
の
で
は

な
い
」
と
し
、
消
滅

時
効
の
援
用
を
認

め
る
判
決
を
言
い

渡
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
最

高
裁
は
不
動
産
強

制
競
売
手
続
き
に

お
い
て
配
当
要
求

を
し
た
「
区
分
所
有

法
７
条
１
項
の
先

取
特
権
を
有
す
る

債
権
者
」
が
配
当
を

受
け
る
に
は
、
配
当

要
求
債
権
に
つ
い

て
先
取
特
権
を
有

す
る
こ
と
を
「
先
取

特
権
の
存
在
を
証

す
る
文
書
」
な
ど
に

よ
っ
て
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

点
に
着
目
。 

こ
の
点
か
ら
、
配

当
要
求
債
権
に
お

い
て
消
滅
時
効
中

断
の
効
力
が
生
ず

し
い
こ
と
が
あ
る

と

言

っ

て

い

た

が
、
そ
れ
が
ひ
び

割
れ
だ
と
い
う
具

体
的
な
話
は
な
か

っ
た
」
（
同
事
務

所
）。 

一
方
、
逗
子
市

が
施
工
を
検
討
し

て
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
の
斜
面
全
体
の

本
復
旧
工
事
の
費

用
が
概
算
で
約
５

４
０
０
万
円
に
な

る
こ
と
が
市
へ
の

取

材

で

分

か

っ

９／18 最高裁 
第 二 小 法 廷 

 

 

た
。
市
は
年
内
の
市

議
会
に
工
事
に
係

る
予
算
を
上
程
し

た
い
意
向
。 

市
経
営
企
画
部

に
よ
れ
ば
、
現
在
管

理
組
合
と
本
復
旧

工
事
費
と
４
月
に

完
了
し
た
応
急
工

事
で
要
し
た
費
用

約
３
７
０
０
万
円

の
計
約
９
１
０
０

万
円
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。 

協
議
で
は
「
管
理

組
合
が
判
例
を
示

さ
れ
、
市
が
斜
面
を

直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
斜
面
下
の
市
道

の
安
全
性
が
保
た

れ
る
利
益
も
あ
る

の
で
は
、
と
い
う
話

が
出
た
」（
同
部
）
。

市
と
し
て
は
「
第
一

義
的
に
は
原
因
者

負
担
と
い
う
の
が

あ
る
の
で
、
折
り
合

っ
て
い
け
る
か
話
し

合
い
を
し
て
い
る
」

（
同
）。
工
法
は
の
り

枠
の
設
置
な
ど
を
提

示
し
た
と
い
う
。 

同
部
に
よ
れ
ば
、

本
復
旧
工
事
の
費
用

に
つ
い
て
は
、
道
路

の
り
面
等
の
対
策
工

事
で
発
行
で
き
る
地

方
債
の
元
利
償
還
金

の
７
割
を
国
か
ら
の

交
付
税
で
賄
う
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
債
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。
今
年
度

で
同
事
業
債
は
終
了

予
定
だ
が
、
年
度
内

に
工
事
に
着
工
し
た

場
合
は
利
用
で
き
る

た
め
「
１
２
月
の
議

会
に
出
せ
る
よ
う
準

備
で
き
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。（
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
新
聞
１
１

５
３
号
） 

逗子・斜面 
崩 落 事 故 

管

理

員

が 

会
社
連
絡
も 

る
た
め
に
は
「
法
定
文

書
に
よ
り
債
権
者
が

先
取
特
権
を
有
す
る

こ
と
」
が
配
当
要
求
手

続
き
時
に
「
証
明
さ
れ

れ
ば
足
り
る
」
、
と
判

断
。
「
管
理
組
合
が
先

取
特
権
を
有
す
る
こ

と
が
競
売
手
続
き
で

証
明
さ
れ
た
か
ど
う

か
を
審
理
し
て
い
な

い
」
と
し
、
審
理
を
差

し
戻
し
た
。
（
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
新
聞
１
１

４
９
号
） 
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工
事
費
用
試
算
で
き
ま
す
！ 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
２
０
１
３

年
～
１
８
年
に
機

構
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン

共
用
部
分
リ
フ
ォ

ー
ム
融
資
」
を
利
用

し
た
１
５
５
０
件

分
の
工
事
費
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
作

成
し
た
。
こ
の
た
め

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
規
模
等

に
は
制
約
が
あ
る
。 

機
構
で
は
「
想
定

を
超
え
る
範
囲
に

つ
い
て
も
利
用
は

可
能
」
と
し
た
上
で

「
乖
離
の
幅
は
大

き
く
な
る
こ
と
に

留
意
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。
想
定

範
囲
は
①
３
０
階

建
て
以
下
②
平
均

専
有
面
積
１
０
０

平
方
㍍
以
下
③
１
０

０
戸
以
下
④
単
棟
型

―

。
①
に
つ
い
て
は

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
乖
離
幅

が
大
き
く
な
る
、
と

想
定
。
ま
た
団
地
等

の
場
合
、
棟
ご
と
に

試
算
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。 

「
長
期
修
繕
ナ

ビ
」
は
規
模
、
築
年

数
な
ど
に
応
じ
た
平

均
的
な
大
規
模
修
繕

工
事
費
用
と
、
今
後

４
０
年
間
の
修
繕
積

立
金
の
負
担
額
、
修

繕
積
立
金
会
計
の
収

支
を
無
料
で
試
算
で

き
る
ツ
ー
ル
だ
。 

工
事
費
用
は
工
事

項
目
ご
と
に
確
認
で

き
る
。
結
果
は
１
平

方
㍍
当
た
り
の
工
事

費
に
つ
い
て
、
２

５
％
値
か
ら
７
５
％

値
の
間
で
表
示
し
た

価
格
帯
の
中
に
示
さ

れ
る
。 

自
分
た
ち
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
工
事
費

が
、
平
均
的
な
工
事

費
と
比
べ
て
、
お
お

む
ね
ど
の
程
度
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
位
置
し

て
い
る
の
か
が
理
解

で
き
る
、
と
い
う
わ

け
だ
（
写
真
参
照
）
。 

実
際
の
大
規
模
修

繕
時
、
業
者
が
提
示

す
る
見
積
も
り
金
額

が
平
均
と
比
べ
、
ま

た
試
算
結
果
と
比
べ

て
高
い
、
ま
た
安
い

場
合
は
業
者
に
説
明

を
求
め
る
、
と
い
っ

た
使
い
方
も
で
き
そ

う
だ
。 

収
支
計
画
に
つ
い

て
は
、
４
０
年
先
ま

で
試
算
す
る
た
め
、

長
期
修
繕
計
画
に
示

さ
れ
た
期
間
よ
り
、

さ
ら
に
将
来
の
負
担

額
を
確
認
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
例
え
ば
ど

の
程
度
の
時
期
ま
で

に
値
上
げ
を
す
れ
ば

無
理
の
な
い
積
み
立

て
が
可
能
な
の
か
、

と
い
っ
た
資
金
計
画

の
検
討
資
料
に
な

る
。 融

資
を
利
用
し
た

場
合
、
返
済
し
な
が

ら
適
正
な
積
み
立
て

が
で
き
る
収
支
計
画

も
確
認
で
き
る
。 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
中
。（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

１
１
５
０
号
） 

住
宅
金
融
支
援
機
構
は
９
月
２
９
日
、
大
規
模
修
繕
工
事
に
お
け
る
費
用
の
妥
当
性
を
判

断
し
た
り
、
今
後
必
要
に
な
る
修
繕
積
立
金
額
を
試
算
で
き
る
「
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
～
長
期
修
繕
ナ
ビ
～
」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

必
要
な
項
目
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
平
均
的
な
工
事
費
と
比
較
す
る
形
で
自
分
た
ち
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
想
定
工
事
費
が
表
示
さ
れ
る
ほ
か
、
修
繕
積
立
金
に
つ
い
て
今
後
４
０
年
間
の
収

支
計
画
グ
ラ
フ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
も
作
成
し
て
く
れ
る
。
使
用
は
無
料
。
大
規
模
修

繕
工
事
業
者
に
よ
る
見
積
も
り
額
の
比
較
時
、
ま
た
長
期
修
繕
計
画
見
直
し
時
の
検
討
資
料

と
し
て
役
立
ち
そ
う
だ
。 

物
件
所
在
地
、
住
戸
数
な
ど
約
３
０
項
目
を
入
力
す
る
だ
け
で
試
算

が
で
き
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
入
力
の
仕
方
や
試
算
結
果
の
見
方

な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
説
が
あ
る
。
写
真
は
解
説
動
画
の1

コ
マ
。 

大

規

模 
修

繕 
修

繕 
積
立
金 

年
間
の
収
支
計
画
も 

４０ 

住宅金融支援機構 


